
車動の心地よきを1豪華民九投能を高める「おかるj変遷〉立しれてj本官最程体青学翠

本学校国体育 e 保健体育科における向いとはラ「ゃぐ〉てみたいJという思いをもとに号ど：）する

とよりよぐできそうか課定を解決する方法を見レ、だしていく中で、生まれてし、ぐも仰と守えてし〉ぷっ

その方訟を実際に鼠し工いくことで9 問いがきらに砕まきとともに発達段階に応］－~-c開I~方が i

かるJことや技能の向上が回られ0o このようなー子どもたち0）－－＂） 、一人がf間引；ともち迫ヰとすス

とし℃次のよりな姿を目指しでいる。 i ' 
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。身体を動かしたいと思う姿（情結）

0 身体を動かしヤいる姿（技能：・体力）

0 j安能構造を追求しヲ考会えている姿（思考 c 知識）

。仲間とともに追求しよろとする嬰（協力） ！ 
O百分や仲聞の姿を観察し，思ったことを言案や身体をつか勺て伝える姿（思考・判断 e 表珂） I 

体育における学習場面にはう運動に向かおうとする場面ラ身体そ惑がす場面，よりよく運動して

いくための課題解決そしてい〈場面が忘る。をの学びの中ヤ子どもたモが）まず「やってみたいJ

Kいう思いをもセっととが必要となる。その思いはち子どもたち¢追求欲求を刺激する教材ーとの出会

いやヲ仲間どの：豊かな学び合いによっで引き出される。課起は何なのかうどうしたちうまくできそ

ろかフ動きを見合いラ iし合う中で学習内容の核心である謀思解決に向かつての仲間と¢学び会い

が促きれる。とのような学びを通してラ技能を高める「Jわかる」が生み出されていえ。下記は，そ

の学習場面における表現運動の授業市のふりかえりで企る。
「一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一←←ー一一一一←ー一一一一←ー ←一一一つ

i ぽぐらほヲ口再をかきわける」という動さをこだわってやってみました。すごぐ険しくて，おいしげってしる！

｜ジャシグノレを表すには？どうすればいいかτ－えてみてD ぼく ξの到きは，足を力強くドツ jEふんで2 両手で｜

I J腰になってかきわけると迫力が出るので，細かいところまでこよだわりたいです。 （児童A) I 

児童Aが「こだわり」と表じているよろに，自分のやりたいことや解決したい課題をはcきりと

もつことで句学び合いがチーム心中で自然に生まれ， J二り高めてし、ζ っとすち考えや動きが次ノァと

出ている。こ¢ような学び合いの積み重ねを通してー一人一人；,Y~ 「できる」につながる JわかるJ

を獲得しアいくことができる。その先にはう自然と動き出じたりヲで、きるようになるために思考を

らせたりすち子ど屯たちわ姿が去;J1，さらな3 「できる」を再ていぐことであろう。そしてー

人一人が自らi語いをもちラ追求していとことがで考ると考えろ。
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(3）「ゃっ三zみたレJ i符／；＇3己シた込＼！といっ患いが遥締ずる教師心はたらきかけ ！ 
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日記ふりかえりの親王震をもとに野融分のF関いJ

でつく-6年「みんおでのがよう

単売のねらい

シンクロマットの作品づくりを通してヲ一つ一つの技ができるように

い，構成を工夫したりしながら，マット運動で表現することの楽しさ

。今日は連続投発表会をしました。私はョ少し技と技との問に時間が空いてしまったから．これから気を付けたいなと思い
ました。（後略）

（児童A)
q 今日は友だちと演技を見せ合って，それぞれのよいところを見付けました。それは，動きのリズムです。私は途中何をし
たらよいか迷ったけど， 00さんや00さんはリズムよくスムーズにしていですごいなと思いました。（後略） （児蓬B)
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( 1）子どものとらえについて

5年生のマット運動ではラ主にとび前転や倒立前転の学習やつなぎの技を生かして庁リ

続投づくりに取り組んだ。その連続技づくりでは「友だちの演技を見てラやっぱり足を伸ばすとき

れいだなと思いました。」というような単一の技についてのふりかえりを書く子もいたがラ連続投

発表会ではこのようなふりかえりを書く子もいた。

児童Aは自分自身の演技を振り返りヲ児童Bは観察者の立場から思ったこととしてヲ言葉は違う

がリズムや流れについて考えている。本題材「シンクロマットJではヲ友だちと演技を合わせなが

らヲ リズムよく次の技や展開に進むことが重要である。 5年生のオリジナルの連続技づくりを通し

てのリズムや流れについての気付きを大切にしつつヲさらに本題材では「友だちと考えJ「友だち

と合わせながら」オリジナノレのシンクロマットの作品づくりに取り組むことによりヲマット運動の

楽しさを広げてほしし、と考えている。

(2）本単先的内容と体育＠保健体育科で帯える聞いをもち追求する姿との関わり

シンクロマットはヲ個人．の技に加えて匂チームによる表現型のマット運動である。

いうと，ある技が「できる」「できない」という単 の技の獲得にのみ煽る傾向がある。

マットでは，全体のイメージをもつことで，目的をもった技の学習q 習得が可能になると

また，シンクロマットの楽しさはヲ友だちと技のタイミン夕、を合わせたりラ意識的にズレ

たり，進行方向を変えたりしながらヲ演技を構成するといった表現面にある。つまり 9

る楽しさ」「リズムに変化をつける楽しさ」「工夫しながら，っくりかえていく

さ」がある。本単元ではヲ頭の中で最初にっくりあげた全体のイメージ（理想像）に近い作品

めてラ自分たちのできる投9 できそうな技で構成し，

をつくりあげていくことになる。その中で自分たちのイメー

自分たちjぞ付P のオ命リシ、7寸一；l〆ι＞fl宝品ミをつ〈つてじ

問ν、が生ま；！＇1て〈ると考える O

に子どもたち

る。つまり，

というゴーノレのイメー

する

ネつ

くとよい

ゴーノレのイメー

の採点基準

会。

本単元では，友だちの動きを観察することを大事にしてヲ特に体育館ギャラリーから友だちの動き

やコート全体の空いている空間を見る学習に取り組んだ。友だちの動きやコート全体を観察し

付いたことを伝え合う中でヲ空いている空間を見付けて得点につなげる動きについて思考していく

ことができた。その学習を通して次のようなふりかえりが出された。

0 Bさんがヲすき間があるところを何回もねらって行って，得点を取っていてすご、かった。

0 CさんはDさんにパスをしていたけど，どちらも相手のいないところに動いているからできたと思った。

。今日はヮ自分が意識したのはすき間です。相手のいないところを意識して動きました。そうしたら，相手の

いないところに行くと，お宝も取れたしラ得点も取れました。

3年生の発達段階や経験をふまえてヲ体育館ギャラリーを慣用 L,・l府｜敵して全体を見たことで句

子どもたちは空間を見付けた動きをヲ自分やチームの動きに取り入れようとしていた。付けたい

を明確にし，そのためにどのようなはたらきかけや学び合いをするのか工夫することでう子どもた

ちの学びは『より高まりを見せていっている。この学びが基盤となって高学年 e 中学校でのゴール

型の学習につながっていく。このような学習を積み重ねながらラ自分に蓄えられていった経験をヲ

さらに積み重ねていきヲ必要に応じて以前の単元や本単元で蓄えたものを引き出しヲいかすことで，

一人一人のもつ問いが9 より洗練されたものとなっていく。

(2）自身や集団の課題！こ対して潤いをもち高めていく学び合い

体育＠保健体育科ではラ子どもたちの間いをもち追求する姿は，

右図のように高まっていくと考える。本校園の体育の授業はヲ予

想、（前時のふりかえりをもとに）→ 1回目の試行・批評（小集団）

→説明・予想（試行。批評をもとに学級全体で）→2回目の試行＠

批評（説明・予想をもとに）→見いだす（次の課題ヘ）という流

れで行うことが多い。このような学びの中でう特に小集団（ペア

やグノループ）での試行と批評が大切になる。それは，小集団にお

いてラ次のような学び合う場面が考えられるからである。

0 出会った運動において，自分の考えを確かめるために試しに動いてヲ調整しながらよりよいものにしていく。

（試行）

O動きを見合うことでう互いの考えについて評価（アドバイス）し合い，

を視覚化していくことで，よりよいものを求めている。（批評）

見えにくかった自分やチームの動き

自分では見ることの難しい自分（チーム）自身の動きを視覚化していくことで，自分ができてい

ることヲできていないことラまた9 そこから生まれる課題をもとに，思考力 e 判断力・表現力を育

成い技能を向上させていくことが大切になる。このように学び合うことで，自分自身や集団の課

題から問いが生まれヲ高まりを見せていく。

(3）「やってみたLリ「解決したLりという

イ屈に応じた教師のはたらきかけがグルノー

要となってくる。そこでa 子どもが伝えたいことをより明確

掘り下げることが必要である。ま7むこれまでの子ども

さぶったりラ新しし、考えを実感できたりするよう

ることができるようラ

に表現L，共有できる

きるよう
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子どもたちの思考や判断が促され，

という思いがラ次の間いuっし 0そよ71こν、｜

引き出している。
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